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林業の概況
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ま え が き

森林・杯 業 は 、 木 材 な ど 林 産 物 の 生 産 は も ち ろ ん の こ と 、 国

土の保全、水資源のかん養等公益的機能の発揮など国民生活に

大 き く 寄 与 して い る と こ ろで あ り ま す。 し か し 、 林 業 を と り ま

く諸傭勢は、木材需要の伸び悩み、林業収益性の低下林業生産

活動の停滞等、極めて厳しい状況におかれております。

このようななかにあって、林業の現況を正しく認識し、新た

な時代の要諦に的確に対応することが肝要であると考えます。

本 書 は 本 県 林 業 等 の 現 状 を 図 表 に よ り 、 わ か り や す く 集 録 し

たものでありますが、本県林業の現状を広くご理解され、本県

林材業の発展に御活用をいただければ幸いと存じます。
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昭和５５年４月

和歌山県農林部長
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第 １ 、 林 業 編

和歌山県管内図（森林計画区配置図）
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市町村別人工林率図
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1 ． 森 林

（１）林野面積･…………
本県の林野而積（昭和５５年４月現在）
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(2)森林資源･･･…･･･…･･ﾆﾑｴ独室且Q_%
〆
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(5)森林施業計画･･･…･･･．．…増加する認定面積
伐採や造林・保育等の森林施業を計画的に推進するため作成する森林施業計画の認
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市町村別認定カバー率（５３年度末）
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2．木材供給予測……………７０年以降急増する木材供給量
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3．造林…………･ ･減少した造林面積- - 、 一 一 ～ 一 一- - 、 - - - - - 一
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制度別造林面積の推移
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4 ． 林 道 ･ … … … ･ … ･ 急 が れ る 林 道 整 備

民有林林遊の総延長（５３年度末）は、７１４路線１．４９４肱造１て、うち自動車道
い。
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|喝八・、':パ

… ｰ5０19.330 詮

l,5.6
．．Ｉ

５121=(MI
一 一 一

… １
i２１.２5２Z7.１１４

１

１
西
寺
馬
学
幸

鉦》》 蕊鍵蕊蕊2585３31.651

林道開設種類別実績（公団等含む）管理主体別林道延長（自動車道）

そり)他２今 その他0.5％ 県1.5彫 ｰ

(注）林政課業務質料
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市町村別林道密度図（５４４ 1現在自動車道）
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Ｆ
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Ｉ
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町ー

笹糯（鯛/肋）民有林林豊'民有林面績
延

凡例

棚Ⅲ三回□

5.00油以上

3.m～5.00柳未構

2.50～3.00鯛〃

1.50～2.50油〃

1.50碗未満

’
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5．林産物の生産

（１）素材生産量…･･･････…･･１０年間に半減した素材生産
素材生産量は、伐期林分の減少、木材価格の低迷等によ り年な減少し、４２年力､ら～ ̅ - - 一 一 一 一 一 一 一 一 へ 一 一 ～ 一 一

大、

走竺要哩ﾐ臭
素材生産量の推移
千 ㎡ ７ ４ ３

７ OO_L

チップ用
Ｉ

＝５９３

鐸知 一 Ｌ 461
用等４１１

篭
-

■ ３８２
３６７

，，
３９７

g l１

1'--昌冒｜’

1二二ニー ー ■ ■ -

１ニニニニ
Ｉ１=､-，--

I -
U ＝ ■ ■'二ﾆﾆﾆｉ

卜

濁
画Ⅱ■Ⅱ■■

､二宮二二ｉ
旺三’
1==|ﾄE王｛
堂■Ｉ■■■ｆ Ｉ

４５

’１２影ー

＃値■ ＝ ＝

8６
製材用

影

国

０
昭和４浬 4 ８ ５ 0 ５ 1 ５ ２ ５ ３

樹種別素材生産量（５３年度） 所有形態別素材生産量（５３雫一
その他

』

(注）農林省統計情報部資料
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( 2 ) しいたけ生産量 ･ ･……… ･…増加傾向にあるしいたけ生産

複合林家にとって貴亜な収入源となっているしいたけ生産は、殿近、生しいたけを

中心に増加の傾向にある。

蕊雲
生 乾
し し
い い
た た
け け

しいたけ生産量の推移

５

４

８

｜） ２

“
林政課業務質料

１

( 3 )木炭生産鼠……･… ”…増加する備長炭の生産

燃料革命により減少を続ける木炭生産も、本県特産の備長炭の良さが見直され、白炭

が４８年以降年点増加してきたか、ここ２カ年は伸び悩んでいる。

笏ｚｚｚ黒炭

嗣剛幽白炭

ｔ
21,000

3 , 0 “
-

2,000

1,000

０ ２ １ ４ ５ ４ ８
( 注 ） 林 政 課 業 務 賃 料

4 ９ ５ ０ 5１ 5２ 58年度
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( 4 ) その他特用林産物生産量……………安定していない特産物生産
しいたけとともに複合林家の収入源である特産物の生産趾は、ナメコ・ヒラタケを

除き年度によって地滅が著しい。

クリ
一

コ
タ

、メーフ
ナ
ヒ

し｜4 ９ 釦 ５ １ ５ ２ ５ ８ 年 度

５

竹
一

ワ サ ビ ４
-

３

２

１

ｔ
4 ９ ５ ０ ５ １ ５ ２ ５ ８ 年 度 度９ 瓢 ：

（５）林業生産量指数……………素材減少・しいたけ増加・木炭激減
４５年の素材・木炭・しいたけの生産獄を１００として、３０年以降のその生産趾
の推移を指数で表わすと、下図のとおりである。

林業生産量指数の推移

200
l - j

150

100

5０

料
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製材工場の規模･…･………．比較的規模の大きい製材工場
工場数は、４８年以降'｣､規模工場を中心に９彩滅少したが、総出力数は変らず､87‘５

吋以上の工場が６２形を占めている。

童た、国産材専用工場数は全体の８２影を占めているか、素材入荷風は全体の１８形

にすぎず、外材専用、国産材・外材併用工場に比して規模は零細である。

6．

製材工場数等

4０2０0 100%8０6０
-吋…

Ⅷ
晨
醗
闘
剛

7.5～型.5kw

工 場 数
(471工場） 恥

坤
跡

訂

布

釦

一

-

１

５

５

一

理

訂

だ出 力 数
( " , 5 " k w )

、、６

１ １０

Ｉ、 1 " W 以上、
、、

い ● ●
●

｡
● 4

◆ ● ■
Ｆ

･ ■

●

。

■従業員数
(4.銘１人）

■

■ 、》”ら
●

■

■ ● ･ 巳 ●、 ｡ ■

■ 旬

類型別製材工場数と入荷量

０ 釦 4０ “ 帥 】 ” 先

-

(国産材専用工場）（国産材・外材併用工場）（外材専用工場）

4言一
● ● ■ ● ー
の

Ｏ Ｇ ■ ●●

０ ． ● ● ･ ■ ●
● ロ

･･､＜･.さ．:.:、蚕露燕･:r:･ . . . "
今 ① ■ ｡.？･･･.･･･弓．
● ｡ 、 ▲

● ｡ ↓ ● ｎ
ｏ ① -

Ｑ ０．､'･f."
’１１１
２螺‘工 場 数

(471工場） ''''１
＝

〆 〆１

１

０

０

一〆 一
〆 一

一〆

素材入荷盆
（1,805千〆）

曲林政課業務資料
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7．木材需給及び木材価格
(1)木材の需給･………･････停滞する木材需要、低下した木材自給率

県内の木材需要量は、４９年に前年比２１影と大巾に波少したが､その後は、ほぼ

横ばいの状態が続いている。

１，４７８千
〆） 低い。

木材需給の推移（県）

脚稲材

外 材
劇！ -２４Ⅸ）2.411

1,8艶2.0(氾一 1.8錨 １β5７1.805
1,774

膠1.5“＋

1,000

5 ” 一

需
圃8忽
… -
５３年度

０
釦4５ 4８ 4９ 5１ 5２

林産物需給の見通し（全国）
ー単位：百万〆

昭和51年
実 緒区 分 ６１年 ７１年

製 材 用 材 574
29.6
12.8

62.6
36.8
14.9

654
パルプ用材 ４５．８

一

17.6
濡
合板等用材
しいたけ原
木･裁炭用材 2.9 ３．６ ４．１

要 その他用材 l〃そ の 他 用 材 l " l . ２ １ , ２
g f l O 4 4 1 １９ . 2 １ 8 3 , ６

国内供給量３８２４６２師 . ７
輸入量６６．２７３０７５．９

計１ " .０１１９．２１銘 .６
、率の比率㈱６３４６１．２５６．８

1.2
１Ｍ４ 119.2 133.6

国内供給量 38●２ 46.2
供
給

６６．２ ７３０ 75.9

四林政課業務質料
「重要な林産物の需要及び供給に関する
長期見通し」

-１８-

輸入率の比率㈱ 634 ６１．２ 56.8



( 2 ) 住 宅 建設（全国）……………回復の遅れている新設住宅着工戸数

新設住宅請工戸数（全国）は、４９年度には前年度の１７０万６千戸から、50万

２千戸（２９影）減少して、１２６万１千戸に落ち込んだが、その後数なの景気対策

により、５２年度には１５８万１千戸と回復したがその後の足取りは鈍い。５８年度

における木造住宅率は６１形で、１戸当りの平均床面積は年を広くなっていて、この

傾向は今後も続くものと予想される。

年度別住宅着工戸数（全国）

［ⅡⅡ］非木造

嗣吻吻幽木造

2,000
一
戸
当
り
平
均
床
面
積

弱
-

鋤 １ 創 閲 I I 1 _ 4 "
1.500 卯

着
工
戸
数
（
千
戸
）

弱

1.000 釦

汚

和5側

０
4 ８ ４ ９ 釦 ５ １ ５ ２ 記 年 度

櫛造別住宅工事費の推移（全国） 種類別新設住宅戸数（５３年度）

一 一 J ■ ■ 一 一- 100 ／ 一 ・ 一 ・ 一 一一
平
方
米
当
り
工
事
費

グ

グ

50

卜

一 一一総平均

千
円

⑧

砲 ５ ８ 年 腹4５ 釦 5１

建築統計年報
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(３） 木材価格（全国）………･…･ ･明るさを取り戻した木材価格

４９年以降低迷していた国産丸太価格は、５４年に外材価格の上昇に伴い２０ポイ

ントの上昇を示している。

140

11釦1釦
．、穴１

丸 太価格指数の推移 ( 5 0 年 = 1 0 0 ) ノ
／

110

1 ”

（
指
数
）

釦

師

、

釦

釦

ﾐ ｰ ﾒ

一

4５４６４７４８４９５０５１５２５３製年

140 製材品価格指数の推移(50年=1001/
1釦

120

１１０

《…ノ1 ”

（
指
数
）

卯

釦

和

帥

釦

- ‘ ～ ゾ ノ
ノ

、 〃
、 、 〃

ー

4 ５ ４ ６ ４ ７ ４ ８ ４ ９ ５ ０ ５ １ ５ ２ 認 ５ ４ 年

由日本銀行調べ
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8．林業経営……･……．.……．．…;著しく低下した林業収益率
造林・保育・間伐等の青林餐は、昭和５０年には４５年の２．５倍強と上昇し、木材価格

のそれをはるかに上廻っている。このため林業経営の収益率は若し〈低下してきている。

’
育林受（指数）の推移（４５年=1 , 00 )

’
（指数）

麺
一

息《空ノ 、王瞑牛吏での音林認

2 “ Ｉ

｜
’

’ ’150

《
／l 帥 〆

一 ’、 タ ノ
ベ ー

圏 ，

､琴ノ
１
１

'’

４５ ･ 1 ６ ４ ７ ４ ８ ４ ９ ５ ０ 年 度

Ｉ

(注）農林省統計構報部林家経済調査
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9 ． 林 業就業
(1)林業就業者数････…．．…．．……･･…・減少を続ける林業就業者

ﾑヱｰ且壁嵯些L空埋墜2主睡塗 示

している。
一

また、林業自営者と林業労働者の比(５０年）は、88７となっている。

林業就業者数の推移

＝

入
１３．３６３

林
業
労
勇
者

杯
業
《
日
営
者

10,00()-

６‘882

5,9艶

5.0 』

一

二

一

■

】

卓”

０
．》１

１
１

３５ 10 ４５ 年５０

(注） 国勢調査による。
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(2)林業就業構造･･･…･…･…･･･…･……高令化する林業就業者

３５年には全体の半数以上を占めていた４０才未満の林業就業者は、50年にはわずか

１８彫に減少し、逆に40才以上が大半を占めるようになり、著しく高令化力弛んでいる。

また、80才未満は僅か５影にすぎず、後継者の確保が亜要な課題となっている。

年令階鰯別林業就業者数

釦 100影2０ “4００ー

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

HHEEHE目呂畢躬:詔日日目目目
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

3 ５ 年
１１３，３６３ﾉ､）

■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

:目日記目目目日日F可:日日呂詔目目日記日日
■Ｐ-＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

４（）鋸
6.582人）

■■■■■■■■■■

認:鶚:器::目盟:器無目：ロ■■■■■■■■■■■
ロ■■■■■■■■■■■
Ⅱ■■■■■■■■■■■､１５年

５．９５６人〉
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

鎚呂目::日記目:日日:詔記記｜■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■戸＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■１
■■■■戸■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

Ｕ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ ョ や

５(）準
5.(j l4人）

先

■■ロ■■１■■ロ■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

目目目目目語呂日記畢冒目呂記:呂呂日記:器記日日
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

Ｉ参
考
（
訓
年
）

丈間
渓

(７５.(）２６人）
8シ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■ F■■■■■■■■■■”目目目日記聖日呂串目・■■■■■■■
■■■■■■■

全 雌 V t
(４テ8,21:)ノ、）

ー

ⅢⅢ29"以ﾄ園30̅ 39才唾ﾖ40̅ 59才a60才以上

( r E ) M勢淵街による。
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( 3 )若年林業労働者の意織･………･…･定満化には待遇改善が必要

若年林業労働者にお､ける今後の就労の考え方をみると、５４％のものが現在の仕事にと

ど戎るとしているが、80彫のものは他にいい仕事があれは変りたいとしている。しかし、

このうち80％のものが待遇改善されることによりとど戎るとしている。

将来の就労 待遇改善によっては

-’
’

Ｉ

賃金に関する希望 雇用に関する希茎

(＝ ’

ﾖ分､の安定
〔４１影）

(注）若年林業労働者定着条件調査結果報告書（全国）より抜すい
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１０．林家…･…………．．…大半を占める零細規模の林家
保有林5Aa以下の林家が全体の84%を占め、零細な規模の林家が多い。

また、山林の保有目的は、規模が小さい林家ほど財産保持的な意識が強い。

保有山林規模林家数

､ -

630(2.Ｃ
Ｏ加以卜Ｉ(注） ９ ７ ０ 年 措 界 号 林 藻

林家の意識
その他8影

収入を
する
２４彫鯛蝿

経営に
対する
考え方

費産を蝿
する考え
k 2 8 %

）

形）

1 -
_ ／ 定期的に
収入を期待する
８ ２ 影 ノ

／

自家労働
依存型

２２％
依存型

２２％
林業労、
の形態 家労働

用労働
～ 1噸

家労働主
用労働従
̅10形ノ

１１、蝿
働
型
５

労
存

用
依

屈

-

（注）森林施業等意向調査(和歌山県
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１1森林組合･………………望まれる森林組合の育成強化

金鐘額哩鼻-l<ip 組合

越逹型塑塑＝ある。
なお、５４年度において、中辺路町内の３組合は合併して中辺路町森組となり、また、

古函II町内の七川森組は、近く南紀森組と合併する予定である。

森林組合組織状況の推移
ｰ

三Ⅲ霞
３ ５ ４ ５ ５ ８

昭
和 2７５

年 年 年
2５１２５０

Ｉ■h
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議 １４】150 ､&顕･辱

羅蕊
皿＃
→ 一一一』二一-一一

＝
Eヨ 唖一||Ⅲ＃雄

蕊
1１０

昌一1(刃
連 溌

蕊一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

＝
三

延二《一８２
-
ー

＝
＝
＝
ー

組

５３ 一臣八⑥《4８5０ 一

2３２４２２
１

１匡Wim=W０
合 數 組合員所有面積

（千ha)
組 ‘合員数
（千人）

払込済出資金
〈百万円）

常勤役職員数
《人）

ｰ

全県に対する森林組合の占める比重（５３年度）

(卿森林面馴
(344.218ha)

素材生産
（411.()(x)"f)

造林面捌
（2.386113)

林業労働者数
（3,552人）

(注）林政課業務資料

- ２ ６ -



１２.林業研究グループ｡ " ･…． .…… .着実に増加する林研グループ･

地域林業の中核的担い手として活鍬する林研クループは、年を噌加し、現在４２グルー

プ（１，１６８人）となった。

郡別林研グループ数（５４年９月）

■
画
■
■
会
員
数

雨幽圏唾グループ数

ｰ
賀

有 田 (注）林政課業務資料

林研グループの事業目的別内訳

ヨ育林と特用林産物

育 苗 と 育 林

育 林 と 経 営

青 林

経 営

青 年 の 山 造 成

蚕̅再̅零̅司曹

＝ ＝ ＝ ー ー ■ ー -

● 争 ●
垂 七 一 酋 込 ■ ｡ :､：...､.､了一言５-百丁１

匪

胚
’

一 一
１ ０ グ ル ープ

（ グ ル ープ 数 ） （ 事 業 目 的 ）

囲材政課業務資料

人１００２００３００４００５00
（構成員数）

-２７ -

～



１３．県士の保全…….….…..….….……伸長箸しい治山事業
林地の崩鰹を復旧・防止する治山班業や、保安林改良、生活現境保全林の整価など治山

関連事業費は、昭和５３年度には４９年度の２．２倍と大巾な増加を示している。

治山事業の推移（事業賀）
億円

《琴〆

ｌ
ｌ
ｌ

昭和４９ 5１ ５３年度釦 5２

事業別内訳（５３年度）
ｰ ノ

１

辰司iWIH満lil
皿皿”治山
瞳濁晦鮮防災#*&IJX
匡寒保安緋改良
腰圏生活環境“林侭陶
菫雲地すべり防,上
、その他

-２８ -



林地開発許可の実績（４９～５３年）

【露ヨ件数
珂
凹

リ色 ０叫畠ｂ千Ｊ

０ １

箪驚蕊蕊 rV蒋驚鰯灘篭騨議蕊驚
宅 地

密

農 用 地

ー
鳶議蕊蒸篭由ﾚ ｼ ｬ ｰ 用地

…

一 一 由 旬 一 『
４
．
甲
４ｑ
９
二

壽
琴土石の採取

の 他そ

１
０ 釦

P

1Wha

照 面 積

(注）林業課業務資料
ｰ

-２９-
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’
14．森林保護 “ ･ …………増加する松くい虫の被害

松くい虫の被害は全県下に慢延し、その被害は年々 増加し、５０年以降急増している。

このため、被害立木駆除及び薬剤防除を大幅に拡充し、防除の徹底を図っている。

松くい虫硬害と防除実績の推移

》

〆

塾
肋

篝4５,０００

40.000 2,000
被害立木材瀬

30.000 薬剤散布面積

立木駆除材積

釦.000 1.０００ ｰ
学

1０．０００

・工・工

門

材秋 面積
年度昭 和 ４ ５ ４ ６ ４ ７ ４ ８ ４ ９ ５ ０ ５ １ ５ ２ ５ ３

( 注 ） 林 業 腺 業 務 資 料

-３０ -



１５.森林の機能
森林は、木材生産の雌か、県土の保全、水資源のかん饗及び生活環境の保全・形成等多

血的機能を有し、膿民生活に大きく貢献している。この森林のもつ公益的機能を計量化す

る｡

森林の公益的機能の評価

ー ｑ
卓

●
わ

-
●

●
■●

●
寺■恥却伊●ＬＰ

Ｉ

鶏503億円
(11）
図.̅ ﾗー ｰー ｦ
i7' . ,．j

8 5 5 億円．
（19）418億円

門 幾 １０億円
（0.2）

一

水
源
か
ん
養

磯

能

土
砂
崩
壊
防
止

機

能

土
砂
流
鵬
防
止

磯

能

野
性
鳥
獣
保
護

機

能

酸
素
供
給
・
大
気

浄

化

機

能

保

健

休

養

機

能額

保安林の種類別面積（民有林)７５,５６２ha

ｰ

その他2.142ha(３%)一

一一

Ｈ
(注）林業課業務資料

-３１ -

̅

水源かん饗
56,釘６ｈａー．

(75％）

’ q ■



１６．和歌山県林業の諸指標

I…ﾉー

’

､琴洪’

(注）全国数字及び本県の順位基礎資料は、１９７７年林業統計要覧（林野
庁編）による。

-３２-

区 分
土地面横

(５０.１０．１)

森林面祇

(４８．４．１）

林 野 率

Q８.４.１)

人工林率
(民有+国有）
（４８．４．１）

林道密度
(民有林）
（51.3.31）

和 歌 山 県 ④ ４７丁h血 千 ”
３６４ ７７

形 影
５７ 2染ａ

全 国 ⑥ 8７b７５8 ２５２５１ ６７ ３５ 2.9

対全国比（緋 １００) 1.8 1.4 一 ■■■■ ー

本 県 の 順 位 ３0 ２５ ８ ８ ３６

林内公道

密 度

(４６.3３１)

造林面積

(５０年）

素 材

生 産 通

(５０年）

乾しいたけ

生 産 通

(５０年）

木 炭

生 産 盈

(５０年）

木 材

諾 要 量

(５0年）

外 材

輸 入 率

(５MF)

緋 ‘ 、２，５９ ja ３６赤 １０８
ｔ

3，２８０ ｔ 1，７７が ７６影

8.1 １６１２７８ ３４，１５５ １０,７０６ ７０，４１２ ７５０６３ ５７

一 1.6 1.0 1.0 4〃 2４ ■■■■

1５ ２３ ３０ １９ ６ １２ １４

区 分
林 家 数

(４５．２．１）

５ha以下
の林家率
(４５.２.１)

林業戯業者

(５０．１０．１)

林業就業者
の全産業に
占める荊合

(50.10.1)

林 業生産
所 得
(４９年）

和 歌 山 県 ④ 81,894 戸 ８４ 影 5０１４人 1．『 12,715卵

全 国⑧ 2,弱5,859 ８９ 2２０．０００ 0.4 7侭.802

対全国比(§×'00） 1.2 一 2.3 1.7

本 県 の 順 位 ３８ ー ■■■■ ２４



第 ２ ・ 山 村 対 策 編

山村地域（振興山村）及び過疎地域図

へ

ｰ

し

§

も
熟減
刃．悪』啄叩時。

Ｂ
・
・
ず
ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｑ
Ｊ

ｆ
、
》
？
-
就

・・畠垂
町

ｰ
凡 銑

籍鯵山村鰯零鯵諺；
○
雌遥嘩連域町村

-３３-



Ⅱ

Ⅱ

川

Ⅱ

，

-

l . 山村・過疎地域

(1)山村．過疎地域".….……“県土の６３形を占める山村地域

山村地域及び過疎地域の県内にしめる地位

-
嶋ゴー

’
(注）面秋は１９７５年農業センサス（但し紳野而積は１９７０年世界農林業･センサス）就

業人口は50年国勢調査による。

(２人口動態………････”人口減少が著しい山村及び過疎地域

山村地域及び過疎地域と全県の人口
( …

’

’

’
(注）国勢調査による。△は減少を示す。 ’

-３４-

種 別 全 県 ( A ) 山村地域(B) 0３瀞 過疎地域C) （端
人 口 （ 人 ） 1,０７２,１１８ 8９，０６８ 8.3 ７2,３０0 ６．７ 81‘２

一 戸 ロ

1m

戦

(1'3)

総 土 地 甑 積

林 野 緬 穣

眺 地
寺 ■ 一

秋

４７１，８６９

３６３，５７６

３８．９７８

２９６．６０８

2７０，６０７

6,５１７

６２．８

７．１．４

１６.７

2イルMO９ 51.8

２２５,１７５６１.９
Ｉ

3，６３０ 9.3

）

産
業
（
就
業
人
口
）
人１

総 就 楽 人 口

第１次産業就業人口

うち林業銚巣人口

第２次産業就業人口

第３次産業就業人口

４８７,２１３ ４１,４di２

８７,４０５ 1７，０８９

５．０１４ ’ ４，２０６

１５０,６６０ 9．５８３

2４９,１４８ １４，７７０

8.5
Ｉ

’ ３３.０６９

１９．６ １２,２０５

８３．９ 3．６７２

6.3 8２９２

5.9 1２,５７２

6.8

14,0

73.2

Ｐ 戸

句 . ｡

５．０

79.8

71..1

87.3

銘.５

弱.1

55.7

79.8

地 域 別
実 数 （ 人 ）

昭和３５年 ４０ ４５ ５0

増 減 率 （ 形 ）

３５～40 ４0～4５ ４５～５0 ３５～50

全 県 1,002,191 1,026,975 1,042,736 1,0氾,118 2.5 1.5 2.8 7.0

山村地域 l&,401 113,136 96,414 89,0田 414.5 △１４．８ △７．６ △３２．７

過疎地域 110,411 ",210 78,545 72,300 △14.8 △16.6 △８．０ △割.５



１

昭和３５年～５０年人口動態

" I I I I M咄
n l 3 5 ･ 1 1 } 4 5 訓 年 皮

｜

§…

’

訓ト山村地域
１３２

'一過鹸地域計

肌３
１１０

笏||||陰 ９４為＝
５９

”

郭珊甜叩刎却刑刈珊刈刊釉咀岨冊冊弱や１判Ｊ０？０囚刈判珊』

７２

ｌ
Ｋ
Ｋ
５
卜
ｒ
９
６
４
４

１

(注） 国勢調査による。

-３５ -



( 3 )年令別人口構成……･……･…高令化している山村地域

昭和50年における山村地域の年令別人口概成は45～64才の階層が27%(250247人）

で最も多く、県全体に比べて高令化がすずんでいる。

’

人口ピラミッド〔５０年）

’一一一一ll』村地域

一 全 県 ’
65以上 、 - ’

1鱈.ｼﾉ皇

’

、

ジ、／
／

、、１１１
４ ５ ～ “

〆
鋤 ～ ４ ４ ／

／ ’／
１５～釣 《

’、
Ｉ

Ｏ～１４
〔

Ｉ
2 ５ ２ ０ １ ５ １ ０ ５ （ 年 令 階 掴 ） ５ １ ０ １ ５ 釦 ２ ５ 釦

（鋤男 女
釦”

(注）図勢調盗による。

(電,ム

’
’
1

’
１

１

’
｜
’
Ｉ

- ３６ -

’



( 4 )産業別就業人口…………第１次産業が最も多い山村の就業栂造

雲蕊讓篝蕊罵誰
諺
輔

辮騨溜池

蕊
爵
趣
産

撫》罐一次

■
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巳
●
■
Ⅱ
凸
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●
●
巳
■
■

群
癖
騨
第

●
Ｃ
■
●
●
●
。
⑪
●
。
●
●
〃
０
、

一価一一一斗一一一》一一 ＠

騒蕊蕊毒蕊
壱 - 合 一 官 ＝ ■
● ■ ■ ■ ● 寺 ● ■ ●
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●

守
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寺
●
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一
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寺
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寺
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申
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今
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①
●
●
●
●
凸
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●
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■
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●
申
●
。
●
◆

■

■

Ｃ

ｅ

ｅ

Ｑ

ｅ
■
●
●
◆
争

》
膝
膵
腿

の ■ ｡ ■ ● 』 ■ ｑ ■ １ ■ ■
● ■ ■ ● ■ ● の ●

２３.１% ３5 . 7 分
● Ｃ Ｏ ◆ ◆ ● ● ●
命 ● ◆ ● ● ■ ■ 今 今(41.442人）

L -
４０年

1,181"

45年

1,565"

釦年

、 姥

“

全

県
罰 ． ６ 姥

６１

: Ｅ ⑫

(487.213心

( 注）国勢調査結果
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2．生活環境………遅れている生活環境整備

国道・県道・市町村道の整備状況（５３年３月現在）

h-ノー

）

(注）県道路課および山村対策課質料による。

-３８-

実 延 長
(A)

全県に対する

山村の比率

舗 装 延 長

実 数 (C) C/A (%）

山

村

地

域

全

部

山

村

一
部
山
村

国 道
(知事管理分）

主要地方道

一 般 県 道

市 町 村 道

計

国 道

主要地方道

一 般 県 道

市 町 村 道

計

１６５，９９９

２９４．３９６

２０６9５3

1‘7７８，１４７

2．４４５４９５

５４．３１５

３２８３８３

６５６，８０２

４.３６７,０１５

5,４０７,０１５

６７．２

３６．４

1５．２

1６．２

１８.3

2２２

４０．６

４８．３

3９，９

４０．４

１３０,２０７

２２２．９６８

１５４．１３０

２３４．９１６

７４２．２２１

５４‘８１５

３０３．８１０

５７４,０8３･

1，４４４．５５７

２．３７Z２１５

７８．４

７５．７

７４．５

１8.２

3０.４

１００

９２．３

8７．４

３３．１

４４．０

そ
の
他
の
地
域

国 道

主 要 地 方 道

一 般 県 道

市 町 村 道

計

２６，１７６

1８６．２７６

４９６．９００

4.８０７,１８５

5，５１６，５３７

1０．６

2３．０

８６．５

４３９

４１．８

２６，１７６

1７７，９０８

４５９,５５０

2.４０２．８５２

３．０６６’８１

１００

９５．５

９２．５

５０,０

5５．６

県

計

国 道

主 要 地 方 道

一 般 県 道

市 町 村 道

計

２４６，９９０

８０９,０５５

1,3６０,６５５

１０,９５２,３４７

１３．３６９，０４７

１００

１００

１0０

１00

１００

２１１，１９８

７０４,６3１

l.１８８.０１8

4.０８２｡3２５

6，１８６，２１７

8５．５

８７．１

８７．３

３７，３

４６．３
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１
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１
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%贈ｷ地繰資料による(注）

林 道

(注） 県林政課質料による

道（国管理分）国卜 …
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1
1

（注） 建股省和歌山工事事務所衝料による

Ⅱ
１
１
１
１
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Ⅱ
１
１
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Ⅱ
Ｐ
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実 延 長
(A)

全県に対する

山村の比率認

舗 装 延 長

実 数 (C) C/A (兜）

山
村
地
域

全 部 山 村

一 部 山 村

３８８，１６０ 油

1刀６５６，２１１

１１．１

5４．３

４９,５０４ 油

537b８６７

１４．６

８２．５

そ の 他 の 地 域 1,０５８８８４ 3４．６ ３６９，２８７ ８５.０

映 計 3．０４８．２５５ １００ ９５６，６５８ ８１．４

実 延 長
(A)

全県に対する

山村の比率認

舗 装 延 長

実 数 (C) Ｃ／Ａ (詔）
山
村
地
域

全 部 山 村

一 部 山 村

４９６，１１４

７４８〃８６

３３．８

５１.０

４２，５５４

５７，４１８

8.6

7.7

そ の 他 の 地 域 ２２２"４0 １５．２ ２６，６７４ １２.０

県 計 1j4６７,６４０ １００ １２６，６４６ 8.6

実 延 長
(A)

全県に対する

山村の比率潟

舗 装 延 長

実 数 (C) CノＡ ( ”
山
村
地
域

全 部 山 村

一 部 山 村

ー

１３６ｊ４４８

ー

４９．９

ー

１３６．４４８

一

１００

そ の 他 の 地 域 １８６，９０５ ５０．１ 1３６．９０５ 1００

県 計 ２７8.8４８ １0０ ２７３．３４８ 100
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小・中学校児童生徒数 単位：生徒数人・率冤

’
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｜
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(注）学校基本調査質料による。

l､…』
山村の小・中学校における学級編成

！

(注）学佼基本調査資料による。

ｰﾉメ

｜- 4 0 -

昭和8５ 4０ ４５ ５０ 40忽５ 4魂0 5 “ 5 印 価

山村地域
小学校

中学校

19,配５

7b992

18.1８５

8,1釣

10,"９

6,178

7,440

5.142

66.3

101.8

80.0

75.9

７０．５

鰹､２

所.４

“､８

全 県
小学佼

中学佼

1齢,841

釦,2別

呪 . 露

銘,918

艶.569

46.139

”511

“.745

77.8

W.７

96.9

78.3

103.1

101.3

77.2

77.5

昭和３５年

単 式 複 式 ユ ｉ

圏Ｔ

昭和５０年

単 式 複 式 計

昭和５４年

単 式 複 式 計

小学校

実 数
(学級数）

榊 成 比
（兇）

罰８

72.1

224

罰⑨

802

100.0

鯉４

図.４

190

篭.６

5別

100

師０

710

151

" . 0

521

１００

中学校

実 数
(学級数）

栂 成 比
（兜）

266

95.8

1３

4.7

”９

100.0

207

”.０

２

1.0

釦９

1 "

181

984

８

1.6

1魂

100



無 医 地 区 の 現 沢

閏…

1.A地区は交通事梢等立地条件が極めて悪く人口300人以上の地区
2.B地区は人口50～800未満のＡに準ずる地区
3．県医務課費料による。

(注）

農業集落における生活職境の状況

…

(注）１．１９７０年農林案センサスによる。
２．比率は集落数及び戸数の総数に対する比である。
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無 医 地 区 数

山村地域 全 県

無 医 地 区 人 口
内

山村地域 全 県

無 医 地 区 人 口

総 人 口 ㈱

山村地域 全 県

昭和４１

Ａ地区

B地区

針

1２

９８

１１０

２５

１３６

１６１

7，６１４

1８．９８３

２１.５９７

1６．５８４

1９，９２９

３６，５１８

6〃

1２．８

1９．１

1.6

1.9

3.6

５１

Ａ地区

B地区

針

７

８３

４0

10

４８

５８
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4．２１１
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6．１０６
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４‘９
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０．２
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１５
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数

校
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種

実
数

全 県

山村地域

1,閉９

520

66,591

14.695

4.636

511

1.師９

507

51,0a

鯛０

別

髄

1万
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70

訂
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割９

7８

4９
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６

訂０

1側

１２錫
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釦６

鯉
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全 県

山村地域

6.9

3４
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師.５
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5.9
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4.1
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碗.１

４．６

9.4
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1.1

21.9

19.6

78.2

91.7

12.1

18.0



Ｉ

’
Ｉ

W.林務関係・行政組織図
’

’

林
業
セ
ン
タ
ー

課

部

部

部

究

査

務

研

調

修

験

営

総

試

経

研

総 務 班

計 画 普 及 班

木材森林組合班

林 道 班

林

政

操
’
’
１
１

１

｜

､む腰〆’
林
木
育
種
場

係

係
-に鷺曾風

林

業

課

林

具 有 林 且

鑿 林 保 全 砂
部

王
山
村
産
業
試
験
場

総 務 課

経 営 指 導 課

調 整 班

振 興 班

構 造 改 善 班

山
村
対
策
課

’

Ｉ
、-ノ

-４２-



嚥 傍 係

指 導 普 及 係

造 林 係

翫 休 土 木 係

海 草 県 事 務 所

休 場 ‘ 梨

那 賀 県 事 務 所

阪 勝 係

l l l 吋 吋 禰 係

休 道 係

治 山 係

伊 都 県 事 務 所

休 拷 ‘ 鞭
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槌 …
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係
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社

-４３-



’Ｊ１ｌＩＩＩｌＩｌ１１Ⅲ叩ⅡⅡⅢⅢ叩ⅡⅡ冊Ⅱ岬１ⅢⅢ-

、

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
ｑ
４
Ｊ
９
ｌ
ｌ
・
１
１
１
■
■
Ｉ
■
０
１
１
１
１
１
．
０
０
０
１
１
日
日
日
日
日
司
り
４
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ

､I'-、
Ｉ

FJa
一

’
４

- - 中 一」 一 一 一 一 ＝
= 一 一 一 一 一 - - 冬 一 一 一 ＝ ー 一 一 一



- - -

’
I

’

’

Ｉ

ｌ

ｌへ

ﾍ’



’

4 岳

ｌ
ＩＩ

ｌ
一

局

←


